






























































(1)看護の魅力・楽しさ (2)患者の理解 (3)ナースとしての姿勢 (4)コミュニ

































































2) 臨床経験年数 表3 臨床経験年数
臨床経験年数は、 6~1O年が 表2 年齢 (何年目)
195名(26.2%)で最も多く、つ N=744 
N=744 
いで3年未満174名(23.4%)、 3 項目 人数(%) 項目 人数(%)
~5 年 158 名 (2l. 2%) 、1l~20 20~29 378(50.8) 3年未満 174(23.4) 
年以上が130名(17.5%)であっ
30~39 147(19.8) 3~5 年 158(21.2) 
40~49 95 (12.8) 6~1O年 195(26.2) 
た(表3)。 50~59 34( 4.6) 1l~20年 130(17.5) 
60~69 1 ( 0.1) 21年以上 77 (10.3) 







































22 ( 3.0) 
27 ( 3.6) 


















52 ( 7.0) 
45 ( 6.0) 
26 ( 3.5) 
20 ( 2.7) 
13 ( 1.7) 
1 ( 0.1) 
o ( 0.0)


















表7 実習指導者講 表8 実習指導者講習会 表9 取得している免
習会の受講 の開催組織 許及び資格
N=744 N=73 (複数回答) N=744 (複数回答)




修了 67 ( 9.0) 護協会 准看護師 96 (12.9) 
現在受講中 6 ( 0.8) 日本看護協会 30 (4l.l) 助産師 34 ( 4.6) 
NA 15(2.0) 厚生労働省 11(15.1) 保健師 28 ( 3.8) 
文部科学省 1 ( 1.4) 認定看護師 3 ( 0.4) 












































産科/婦人科病棟 51 ( 6.9) 
ICU/CCU 51( 6.9) 
小児科病棟 26 ( 3.5) 
老人病棟 10 ( l.3) 
精神科病棟 8 ( 1.1) 
ホスピス/緩和ケア病棟 o ( 0.0)
その他 179(24.1) 



















非常勤 1 ( l.5) 
その他 o ( 0.0)















看護理論 28( 3.8) 
NA 17( 2.3) 
臨床看護師の看護学実習環境に関する意識調査
表14 臨床指導者の実習指導力量 N=660 
質問項目 平均値 SD 
1.あなた自身の看護体験を学生に話すようにしている I 2.40 0.83 
2目学生が自己の実践を振り返ることができるように援助している I2.68 0.85 
3田学生の学習ニーズを大切にしている I 2.92 0.83 
4.学生のよい考えを実践に移すように促している I 2.89 0.83 
5.学生の見方とは別の観点を提供している I 2.75 0.77 
6.学生が質問しやすい雰囲気をつくるようにしている I 3.10 0.74 
7目学生と他職種の医療従事者が関われるように橋渡しをしている¥ 2.40 0.88 
8田学生が自己の考えを整理できるように援助している I 2.55 0.81 
9.学生の個性に合わせた関わり方を心がけている I 2目52 0.83 
10.学生の気つ守きを促すような質問をしている I 2.72 0.82 
11.学生の学習に必要な文献を用意している I l.87 0.82 
12回学生と自由に討論できる機会を設けている I 2.05 0.88 
13.看護ケアに関する知識・技術を明確にしている I 2.81 0.81 
14.学生とスタッフが関われるように橋渡しをしている I 2.64 0.85 
15.学生の困難，不明なことを引き出すようにしている I 2.56 0.84 
16.学生が自己の体験を意味づけられるように支援している ¥ 2.50 0.82 
17.学生が自己の考えを表現できるように援助している I 2.65 0.83 















項目 N M SD 
3年未満 却 211
3~5 年 14744.1 10.1 
経験年数 6~1O年
N=654 11~20年 121 52.4 8.5 




臨床実習経験 部分的に臨床実習指導に携わった 267 47目88.6 
Nニ650 ことカfある 羽生
臨床実習指導を行ったことはない 215 38目611.1 
臨床実習講習会
未受講
現在受講中 5 40.1 16ι キ
N=651 



















表16 r何を指導しているか』 N=198 
カテゴリ サブカテゴリ




















専門職をめざす学習者としての構え 学習者としての構え 9 
(17) 専門職者としての構え 6 
積極性を求める 2 








表17 wどのように指導しているか』 N=198 
カテゴリ サブカテゴリ
学生にコミュニケーションの目的・意味 非言語の意味の理解 17 















学生が考えを深めるために手助けする 学生の関わりの意味づけ 7 






コーチングを IL;~カ宝ける 1 
指導者の体験を学生と共有する I 






































領 f或 カテゴリ サフカテゴリ
指導に関する管理上の問題 (12) 指導方法 ( 8) 研修制度の必要性 5 
プリセプターの育成 3 
業務量 (2 ) 指導者の負担 1 
人員の不足 l 
指導後の評価 (2) フォローの不足 2 
指導者としての課題 (136) 指導方法 (36) 関わり方 27 
個別指導の必要性 7 
精神的フォローの必要性 2 
指導体制 (27) サポートシステムの必要性 15 
指導の時間の不足 7 
フィードバックの必要性 5 
新人の理解 (20) 考え方 11 
世代差 9 
指導内容 (20) 職業観の育成 15 
技術指導の必要性 5 
評価 (18) 到達レベルの把握が困難 18 
指導者「の能力 (15) 教育能力の不足 9 
知識の必要性 6 







社会性 (96) 常識の不足 78 
社会人としての自覚の不足 1 
生活力が乏しい 7 




実践能力 (37) 判断力の不足 19 
実技ができない 12 
気づきの不足 6 
人間関係 (32) コミュニケーション能力の不足 12 
他者への関心 20 




学校での教育内容 (17) リアリティショック 12 
学校差 5 
理解度 (12) 反応がない 7 
わからない 5 
安全に対する認識 (11) 安全に対する認識不足 7 
危機感 4 
学習方法 (5 ) 知識の継続性 5 
大卒者の評価 (3 ) 自意識過剰j 3 
表19 年代別にみた新卒看護師に対する問題の記録数の比較
中頁 域 カテゴリ
全体 20代 30代 40代以上
N=331 N=159 N=100 N=61 
指導に関する管理上の問題
指導方法 8 ( 2.4) 2 ( l.3) 4 ( 4.0) 2 ( 3.3) 
12{'牛
業務量 2( 0.6) 。(0.0) 1 ( l.0) 1 ( 1.0) 
指導後の評価 2 ( 0.6) O( 0.0) 2 ( 2.0) 。(0.0) 
指導方法 37(11.2) 18(11.3) 11(11.0) 7 (11.5) 
指導体制 26( 7.9) 1O( 6.3) 11(11.0) 5 ( 8.2) 
指導者としての課題 新人の理解 20( 6.0) 9 ( 5.7) 8( 8.0) 3 ( 4.9) 
136件 指導内容 20( 6.0) 9 ( 5.7) 8( 8.0) 2 ( 4.9) 
評価 18( 5.4) 1O( 6.3) 4( 4.0) 4 ( 3.3) 
指導者の能力 15( 4.5) 7 ( 4.) 8 (80.0) 。(0.0) 
態度 98(29.6) 42(26.4) 31(3l.0) 23(37.7) 
社会性 96(29.0) 39(24.5) 35(35.0) 16(26.2) 
学習態度 43(13.0) 19(11.9) 8 ( 8.0) 15(24.6) 
実践能力 37(11.2) 14( 8.8) 13(13.0) 9 (14.8) 
新卒看護師に関する問題
人間関係 32( 9.7) 17(10.7) 5 ( 5.0) 9 (14.8) 
373件
能力 19( 5.7) 2 ( 5.0) 6 ( 6.0) 4 ( 6.6) 
学校での教育内容 17( 5.1) 6 ( 3.8) 7 ( 7.0) 4 ( 6.6) 
理解度 12( 3.6) 7 ( 4.) 3 ( 3.0) 2 ( 3.3) 
安全に対する認識 11( 3.3) 3 ( l.9) 1 ( 1.0) 6 ( 9.8) 
学習方法 5 ( 1.5) 4 ( 2.5) O( 0.0) 1 ( l.6) 


















表20 臨床が大学へ学生指導で望むこと N=l84 
領域 カテゴリ サプカテゴリ




大学・大学教員 専門職教育カリキュラム 2 
へ望むこと 教育計画(実習期間) 2 




看護学実習に臨む態度形成 教養ある立ち居振る舞い 39 
意欲ある学びの姿勢 28 
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